
第 31 回⽇本臨床⼯学会 委員会企画 パネルディスカッション報告 
臨床⼯学国際推進財団 

倉敷芸術科学⼤学 

楢村友隆 

 

臨床⼯学国際推進財団 

仙台⾚⼗字病院 

吉岡 淳 

 

2022 年 5 ⽉ 14 ⽇、第 31 回⽇本臨床⼯学会（於 つくば）において、⽇本、⽶国、インド、英国、台湾

各国のクリニカルエンジニアが集い、感染症対応をテーマにした表題のパネルディスカッションが開催さ

れた。楢村が座⻑を務め、吉岡が「臨床⼯学技⼠による感染症対策」を報告した。当初、感染症対策全般を

テーマと考えていたが、吉岡を含む各国ともに、直⾯していた新型コロナウイルス対策が反映された報告

がなされた。各国におけるコロナ対応の現状を把握するばかりでなく、⽇本では⾏っていない感染対策を

アドバイスいただけるなど、有意義な議論の場となった。 

 

 座⻑ 岡⼭⼤学 平⼭隆浩 

    臨床⼯学国際推進財団、倉敷芸術科学⼤学 楢村友隆 

演者（発表順） 所属 演題 

吉岡 淳 臨床⼯学国際推進財団          

⽇本⾚⼗字社仙台⾚⼗字病院臨床⼯学技術課 

臨床⼯学技⼠業務に求められる 

COVID-19 対応 

Nader Hammoud,  

Walnut Creek 

California, USA ⽶国の臨床⼯学、COVID-19 版 

Sahoo Vivekananda AMTZ-Niti Aayog & Department of Science 

& Technology, Govt of India 

インドのコロナ対応、酸素ボンベ

の供給について 

Rebecca Hodson Kings College Hospital. London, UK ICU における臓器⽀援療法管理 

Chien-Wen Lai Changhua Christian Hospital, Taiwan 台湾における COVID-19流⾏予

防の経験と臨床⼯学の価値 

平⼭隆浩 岡⼭⼤学学術研究院医⻭薬学域  

災害医療マネジメント学講座 

COVID-19 対応で⾒えた医療機

器供給体制の課題と臨床⼯学技

⼠の可能性 

                  以 上 

Nader Hammoud, USA 


